
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 保谷小学校を支えてくださる皆様、運動

会には数々のご支援ご協力、誠にありがと

うございました。お陰様で、保谷小学校が

もっている姿を皆様にお見せすることが

出来ました。子供たちも大人も行事で得た

ことがらと、ここまで学んだことを糧とし

て、さらに前進する学校にして参ります。 

 

 さて、皆様に全校朝会の様子をお伝えし

たいと思います。私は週初めの全校朝会と

校長講話をとても大切な時間と考えてい

ます。保谷小学校の大人と子供が心をひと

つにして、「一週間頑張りましょう。」と結

束する時間と捉えています。一回僅か５分

間という短い時間です。校長が直接子供た

ちに語りかけることで、心にとめ、ものご

との本質を考え、自分がどのように行動す

るべきかを静かに内省（自分を深く見つめ

ること）出来る子供たちになって欲しいと

願いながら語りかけています。 

 

  このような意味で、教育目標について 

語っています。４月「すすんで学ぶ子」（学

力）５月「元気な子」（体力）についてで

した。 

 今月は「助け合う子」（心の育成）につ

いて話します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 私は、「助け合う子」について次のような

考えを伝える予定です。 

 

① 三本の教育目標の中で最も大切。他の

二つを支える項目である。 

② 助け合うとは、表面的に何かを手伝う

ことではない。 

③ 助け合うには、周りを助ける知識と智

恵をもたなければならない。 

④ そのために、授業時間を大切にし、学

習することが必要である。 

⑤ 教えてもらうことは大切。素直な心と

態度で学ぶ姿勢をもつと心が育つ。 

⑥ 人から学ぶことで、考える習慣がつき、

周りに気持ちを配ることが出来る。 

⑦ 周りの様子が分かることで、助け合う

にはどのように行動すれば良いが分

かる。 

 

 今月はふれあい月間です。一人一人を大

切にする教育活動をさらに推進します。兄

弟姉妹学年の挨拶運動をはじめ、保谷タイ

ム、保谷オリンピック、子供の心を育てる

あらゆる活動を推進します。これまで同様

にご理解を賜りますように、よろしく御願

いいたします。 

 

 

                     

豊かな心の育成を目指して 
真に助け合う子供を育てます。 

                           校長 高野 富 
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研究の手立て 

今年度の校内研究について                                                                                        

 昨年度までの 3 年間、本校では算数の指導法について研究を重ねてまいりました。研究の成果と

して、教師も児童も算数の授業に見通しをもって取り組むことができるようになり、算数が好き、と

いう児童（教師）が増えました。しかし、一方で「答えはわかるけど説明が難しい・・」「なんとなく

分かるけど、どう言っていいかわからない・・」などと、表現の仕方に課題が残るといった意見が聞

かれました。実際、児童対象のアンケートでは、「自分の答えを個人で説明できる」に対して、肯定的

回答の割合が若干の上昇はあったものの、質問の中では一番低いままでした。 

そこで今年度の校内研究は、「児童の表現力の育成」を目指し、国語科を中心とした校内研究に取り

組むことになりました。中でも、昨年度から本校で特に取り組んできている「書く力」に重点を置き、

児童が書く力を伸ばすためにはどうすればよいか、児童が「書きたい」という高い意欲で取り組むに

はどうすればよいか、について研究を進めていくことにしました。 

〇平成 30 年度校内研究 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習に取り組む意欲が高ければ、それだけ中身も充実し、多くの力を身に付ける可能性が高まりま

す。そこで、今年度はまずこの段階を重視し、児童の「書きたい」という気持ちを高めていくことを

目指します。講師は年間を通して、本校の学校運営協議会委員でもあります帝京平成大学准教授の熊

澤義夫先生にご指導いただきます。 

ご家庭でも、子供たちが書いてきたものを読んだ際は、ぜひ「書く意欲を高める」ために、良いと

ころを見付け、褒めてくださると大変効果的です。ご協力よろしくお願いします。 

目指す児童像 

低学年（１,２年生） 中学年（３,４年生） 高学年（５,６年生） 

・自分で言葉を選んだり、友達と学び
合ったりしながら書こうとする子 

・相手や目的意識をもって書く子 
・内容の中心をはっきりさせて書く子 

・自ら進んで書こうとする子 
・筋道の通った文を書く子 

研究主題 

自分の思いや考えを表現しようとする児童の資質・能力の育成 

～国語科「書くこと」において、児童が進んで取り組むための指導の工夫～ 

本校の児童の実態 新学習指導要領 思考力・判断力・表現力 本校の重点目標「すすんで学ぶ子」 

◎子供たちが書きたくなる題材を工夫 
 ・日常生活との関連 

・他教科との関連 
・学校行事との関連 等 

◎書きたくなる思いを膨らませるための工夫 
・書くタイミング・具体例の提示 
・目的や意図・見通しや振り返り 

◎学校生活の様々な場面で書く 

・他教科の学習の中で 

・短い時間に 

◎読書活動の充実 

・本の表現に学ぶ 

特に題材設定場面の学習に焦点を当て、児童の書く意欲を高める。 



 

 夏季水泳指導について                                                                                      

小学校における学習内容は、学習指導要領において水遊び（１学年、２学年）、浮く泳ぐ運動（３

学年、４学年）を経て、水泳（５学年、６学年）を取り扱うように示されています。児童の心身

の発達に応じて、段階的に取り扱いながら、水泳の特性に触れる楽しさや喜びを味わえるよう指

導していきます。水泳指導は一人ひとりが目標をもち、泳ぎの技能の向上を目指すのはもちろん、

安全面について児童自身が意識しながら取り組めるよう、指導を徹底していきたいと考えており

ます。 

系統的に高学年の水泳学習に繋げていけるように、低学年はまず、水に慣れ親しむ活動を中心

に行い、動きが身に付くようにしていきます。 

今年度の水泳指導は、６月１１日（月）から始まります。また、今年度も夏休み期間中に水泳

指導を行います。授業で身に付けた力をさらに伸ばすことができるよう、我々教職員も力を入れ

ていきますので、ぜひ参加させてください。 

 

＜水泳についてのお願い＞ 

水泳指導に参加する際は、プールカードに体温の記入、体調を確認の上、押印をお願いいたしま

す。記入もれがある場合は、参加させることができません。ご理解いただきたいと思います。 

 

行事予定                     

日 曜 日 曜

６月　行事予定表

学校行事 学校行事

1 金 安全指導　４時間授業　個人面談③ 16 土 学校公開②火曜時程 クラブ④(４～６）３時間目　　

2 土 17 日

3 日 18 月 全校朝会 生活目標発表　6時間授業(4～6）

4 月 全校朝会　緑の読書月間(始)　 委員会活動　 19 火 多摩六都科学館見学(4）５年生全員面談②

5 火 ４時間授業　個人面談④ 20 水
西東京市立小･中連携の日（4時間授業）
歯科検診(1,2,3)9:00～

6 水
４時間授業(校内研究のため5-2は5時間授業)
歯科検診(4,5,6)9:00　ALT

21 木 水道キャラバン(4)5・6時間目

7 木
４時間授業　くらの里見学(3)②～④
個人面談⑤　避難訓練（臨時）

22 金

8 金  プール準備(6)　教育実習２名終了 23 土

9 土 24 日

10 日 25 月 全校朝会　生活目標発表　6時間授業(4～6）

11 月
全校朝会　生活目標発表　水泳指導(始)
クラブ活動③

26 火 セーフティー教室(3)・eルール(5・6）　ALT

12 火
保谷オリンピック①　５年生全員面談①
PTA代表委員会9:30（役員会1：00）

27 水 集会　

13 水 集会　 28 木 演劇鑑賞教室PM（4)　歯科指導(1） お米の学校(5)⑤⑥

14 木
個別学習なし　５時間授業
（保谷オリンピック①予備日）

29 金 緑の読書月間(終)

15 金 教育実習終了　ALT 30 土

 

 

６月の学校公開について 

６月１６日(土)の学校公開では、３時間目にクラブ活動の様子を公開します。１年生から３年

生までの児童は２時間授業です。詳しくは、後日配布されます「学校公開便り」をご覧ください。 



特別活動部から                                                                                              

 特別活動には、学級活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事という活動内容があります。特別

活動の目標は「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団の

一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、自己

の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う（学習指導要領）」です。つまり、人間

教育そのものなのです。 

保谷小には、「保小まつり」「あいさつ運動」など特色のある活動があります。これらの大きな

ねらいは子どもたちの自発的・自治的に活動をできる力を育てることです。異学年交流や他学年の

ことを考えながら行動することで、大きく成長できるよう導いていきます。 

 

 

 

運動会の様子 

 ５月２６日（土）、運動会を実施しました。家族や地域の方に見守られて、全ての種目を無事

に終えることができました。 ご協力ありがとうございました。 


